○○広域観光振興計画（中期・長期）　標準書式

１．目指す姿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　※ポイント①

　　　県の目指す姿である「全国に通用する観光地づくり」との一体性に留意し、地域が目指す観

光地のイメージを整理。広域観光組織の将来像でないことに留意。

　　

２．目標設定

　（１）長期の６年間程度の目標設定

　　　　※ポイント①

県外観光客入り込み数及び観光総消費額など定量的な目標を設定。

　　　　※ポイント②

　　　　　長期の目標を設定しない場合は、記載不要。

　（２）中期の３年間の到達目標 

３．取組

　　※ポイント①

　　　広域組織だけではなく、市町村等も含めて、目指す姿を実現していくために必要な取組を整

　　　理。

　（１）全国的な旅行トレンド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　※ポイント①

　　　　　観光白書、研究機関等のレポートなど出典を明示。

　（２）これまでの取組の検証・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　※ポイント①

　　　　　課題を整理する際は、要因分析を徹底すること。

　（３）分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　※ポイント①

　　　　　上記（１）、（２）を踏まえ、ＳＷＯＴ分析等によりエリアの実情を把握。

　　　　※ポイント②

　　　　　分析に当たっては、一般旅行（個人旅行・団体旅行）、特定旅行（教育旅行・スポーツ

合宿等）の主要項目ごとに行うこと。

　（４）県の観光振興（産業成長戦略）との連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　※ポイント①

　　　　　現在連携しているもの、又は、今後連携していく産業成長戦略に掲げる各事業を整理

　（５）○○地域における取組

        上記「２」で設定した目標に応じた中長期の取組を整理。

　　　　※ポイント①

　　　　　上記（３）の分析を踏まえ、県の取組との一体性も考慮して整理。

　　　　※ポイント②

６年間程度の中長期の計画を策定する場合、この項には中長期の取組を記載。

　　　　※ポイント③

　　　　　主要項目ごとに、県の成長戦略の「取組方針」や「これからの対策」に記載している内

容を整理するイメージで作成。

　　　　※ポイント④

　　　　　「これからの対策」ごとに、広域観光組織、市町村、市町村観光協会の役割分担を整理。

　　　　※ポイント⑤

広域観光協議会が担うべき機能は、企画統括機能、情報発信機能、旅行商品造成・販売

機能、観光人材育成機能、広域観光ブランディング機能の5つを整理したところ。

※ターゲット（エリア・年齢層・旅行形態別など）の明確性や体制を踏まえた優先順位付

　　　　　 けに留意。

４．○○広域観光協議会の事業計画

　　※ポイント①

　　　別紙様式により作成。

５．実施体制

　　※ポイント①

　　　組織内におけるＰＤＣＡサイクルの実施体制を明記。

　　※ポイント②

　　　臨時職員も含めて記載。

